
風力発電の新ビジネス

変
動
性
再
エ
ネ
の「
ハ
ー
ド
ル
」を

乗
り
越
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
化

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
は
、
天
候

に
よ
っ
て
発
電
出
力
が
揺
れ
動
く
、
変

動
性
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
そ

も
そ
も
、
電
力
シ
ス
テ
ム
の
大
原
則
と

し
て
、
30
分
単
位
で
発
電
量
や
需
要
量

の
計
画
値
と
実
績
値
を
一
致
さ
せ
る

「
計
画
値
同
時
同
量
の
原
則
」
が
あ
る
。

発
電
量
を
予
測
し
、
実
績
値
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
運
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
値
と
実
績
値

と
の
差
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
る
か
ら
だ
。
F
I
T
制
度
の
特
例

で
は
こ
の
運
用
が
免
除
さ
れ
て
い
た
が
、

F
I
P
制
度
で
は
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。
変
動
性
の
再
エ
ネ
を
使
っ
た
電
力

ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
こ
う

し
た「
ハ
ー
ド
ル
」を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
蓄
電
池
の
併
用
や
ア
グ
リ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ

て
い
る
。
蓄
電
池
の
充
放
電
制
御
は
、

出
力
の
変
動
を
カ
バ
ー
す
る
の
に
役
立

つ
。
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
複
数

の
発
電
所
を
取
り
ま
と
め
て
電
気
の
調

整
や
市
場
で
の
運
用
を
行
う
こ
と
で
あ

り
、
計
画
値
と
実
績
値
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

減
ら
す
効
果
が
期
待
で
き
る
。
蓄
電
池

や
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
よ
っ

て
、風
力
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
は
多
様
化
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
付
加
価
値
が
さ
ら

に
高
ま
る
。

自
家
消
費
向
け
の
風
力
発
電

蓄
電
池
で
出
力
の
変
動
を
カ
バ
ー

今
年
５
月
、
波
打
ち
際
の
露
天
風
呂

で
知
ら
れ
る
温
泉
旅
館
の
高
台
に
、
ギ

ア
を
用
い
な
い
国
内
初
の
中
型
発
電
機

が
設
置
さ
れ
た
。
世
界
遺
産
・
白
神
山

地
の
麓
に
あ
る
青
森
県
深
浦
町
の
黄

金
崎
不
老
ふ
死
温
泉
。１
９
９
９
年
に

設
置
し
た
風
車
を
撤
去
し
、
発
電
出
力

３
０
０
kW
の
中
型
風
車
を
新
た
に
導
入

し
た
。
発
電
し
た
電
気
は
温
泉
施
設
で

自
家
消
費
し
、
使
用
す
る
電
気
の
3
分

の
1
か
ら
2
分
の
1
を
ま
か
な
う
と
い

う
。「
中
型
風
車
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

周
囲
へ
の
影
響
を
抑
え
な
が
ら
、
地
球

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
」
と
担
当
者
は
導

入
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

岡
山
県
倉
敷
市
の
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
内
に
本
社
を
置
く
山
鋼
プ
ラ
ン
テ
ッ

ク
は
、
製
缶
や
溶
接
、
レ
ー
ザ
ー
加
工

な
ど
金
属
加
工
を
行
う
も
の
づ
く
り
企

業
だ
。
近
年
は
、
自
社
開
発
の
中
型
風

力
発
電
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同

社
の
中
型
風
車
S
P
３
３
０
は
、
ギ
ア

を
用
い
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
方

式
。
大
型
機
と
比
べ
て
低
速
の
た
め
運

転
音
や
振
動
が
少
な
く
、
設
置
ま
で
の

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い
の
が
特
徴
だ
と

い
う
。
黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉
に
設
置

し
た
風
車
は
、
商
用
の
第
１
号
機
だ
。

山
鋼
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
は
、
工
場
や
事

業
所
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
自
家
消

費
向
け
中
型
風
車
の
製
造
・
販
売
を
進

め
る
考
え
だ
が
、
風
力
発
電
は
天
候
に

よ
っ
て
出
力
が
変
動
す
る
の
が
難
点

だ
。
こ
の
た
め
、
同
社
は
風
力
発
電
と

蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
新
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
て
い
る
。
需
要
地
か
ら
離
れ

た
風
力
発
電
所
か
ら
電
気
を
調
達
す
る

自
己
託
送
と
い
う
仕
組
み
に
、
蓄
電
池

を
組
み
入
れ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
と
い
う
。「
蓄
電
池
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
風
力
発
電
の
出
力
の
変

動
を
充
放
電
機
能
で
カ
バ
ー
し
、
発
電

し
た
電
気
を
も
っ
と
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
足
元
で
は
、
蓄
電

池
の
初
期
コ
ス
ト
の
高
さ
が
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
収
益
性

を
高
め
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
先
、
蓄
電
池
が
普
及
し
て

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
進
め
ば
、
事
業
性
は

十
分
見
込
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

担
当
者
は
前
を
向
く
。

変動性再エネの枠を超えて

「風力発電×蓄電池」の
可能性を追う

風力発電の出力の変動を蓄電池の充放電機能で補うことによって、新しいビジネスの可能性が広がっている。

山
鋼
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
、

風
車
と
蓄
電
池
で
付
加
価
値
を
ア
ッ
プ

中型風車のブレードを取り付ける様子。

中型風車は、波打ち際の露天風呂と並ぶ、黄金崎不老ふ死
温泉の象徴となっている。

地上に置いたナセルでブレードの取り付け作業が行わ
れる。
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